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は し が き 

 

大学行政管理学会大学事務組織研究会（以下「本研究会」という）は、2006

年９月に青山学院大学で開催された「第 10 回大学行政管理学会定期総会・

研究集会」において、大工原孝氏（学校法人日本大学理事・本部研究推進部

長、大学行政管理学会前会長）による研究発表「大学事務組織の研究―序説・

その必要性―」をきっかけに、大学事務組織研究に賛同した有志８名（後に

７名）により、任意の研究会として仮発足しました。その後、2007 年１月

の大学行政管理学会常務理事会において正式な研究会として承認され、発足

した研究会であり、現在も継続的かつ精力的な研究会活動を行っています。 

 

本研究会が発足する前から、大学事務組織が抱える問題点を指摘する声は

あったものの、大学事務組織研究はほとんど行われておらず、未開拓の分野

であり、その実態もあまり公になっていませんでした。そこで、本研究会は、

活動の一環として、この問題を正面からとらえ、大学事務組織の実態を把握

することを一つの課題として、2007 年６月に『全国「私立大学事務組織実

態調査」』を実施し、私立大学 457 大学に調査回答を依頼した結果、173 大

学・回答率 37.9％を得ました。その後も、５年後の 2012 年７月に『第２回 

全国「私立大学事務組織実態調査」』を実施し、私立大学 601 大学に調査回

答を依頼した結果、224 大学・回答率 37.3％を得ました。これらの調査結果

から、大学事務組織に対しての関心の高さをうかがい知ることができました。 

本書では、私立大学における事務組織の現状について、これまでの本研究

会による調査、メンバーが発表した論文や講演録などを手直しした内容をベ
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ースに構成しています。そのため、同じ主旨の内容が多少重複する場合もあ

ります。また、発表時点の統計データを修正することにより、それぞれの章

や節の趣旨が伝わらなくなることを避けるため、多くは発表時点の統計デー

タを使用しています。加えて、繰り返し同様の主張がなされていることも一

部にはありますが、これは、本研究会がそれだけのこだわりを持っている証

としてご容赦いただければと思います。 

 

本書が単に大学事務組織の構造や体系の概要説明に止まらず、大学事務組

織の特殊性と課題に対する理解の手がかりになれば幸いです。 

 

2013 年 10 月                    

大学行政管理学会 大学事務組織研究会      

リーダー 寺 尾  謙（芝浦工業大学） 
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